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Shallow　water 　wave 　described　by　a　reduced 　equation 　with　non −10cal　terrn　is　discussed．　 W ／ith　the　assumpution 　of 　a

certain 　sca 畦ng 　of 　wave 　length，　we 　consider 　thc　model 　equa 丘on 　which 　has　boIh　Kd 丶みtype　dispersion　and 　BO −type

（nonloca1 ）dispersion．　After　the　cer 面 caUon 　of 　the　steadily 　progressive　solit飢 y　wave 　solution 　which 　was 　numerically

obtained 　before，　the　overtaking 　interaction　of　the　two 　solitary　waves 　in　l−dimesional　space 　and 　the　time−development
of 　a　lecalized　hump 　as　a　initial　condition 　in　2−dimensional　space 　are 血vestigated ．

　 あ る ス ケール を持 つ 浅水 波 の モ デル 方 程 式 と して，以 下 の 方

程式 （KdV −BO 方程式 ）が Kh 皿 ara 達に よ っ て 提案 され た．
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こ こ で ，bは パ ラ メ
ー

タ で あ る．　 Khmara 達 は，こ の 方程 式 の 孤

立 波 解 を数値 的 に与 えた が，そ の 解 の 性 質 に は言 及 し て い な い ．

　本 研 究 で は この 孤 立波解の 追 い 越 し相 互 作用 や，さ らに 2 次

元 に 形式的に拡張 した 方程式 （KP −BO 方程 式）
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（y 方向は 主要 な進 行方 向 x に対 して 直 角 の 方 向 に取 る）で の ，
二 次元 波動伝播にっ い て 調べ た．

　 ま ず，1 次 元 系で の 追 い 越 し相 互 作用 に っ い て 調 べ た 結 果 を

図 1 に 示す．振 幅 の 違 う二 っ の 孤 立 波 （進 む 向き は x 方 向の 正

の 向 き） を振 幅 の 大 き な方 を後方 に 置い た状態 か ら時 間発 展 を

す る と，振幅 の 大 きい 孤立 波 が 追 い つ き相 互 作 用 を行 う．その

後 の 結 果 が図 1（b）で あ る が，相 互 作用 後 も同様 の 孤 立波 が個 性

を保 っ て 伝播 し て い る．こ の 事 か ら 1 次元 系 で の 孤 立 波 は ソ リ

トン 的な相互 作用 をす る事が わか っ た．

　 次 に KP −BO 方程 式 で 記 述 され る 2 次 元 系 を 考 え る．こ こ で

は ，局 在 し た波形 を初期 条件 と した時 の 時 間発 展 を 調 べ た．時

間 の 経過 に 伴い ，局在 して い る 部分は 主 に 後方 （x の 負の 方 向）

に 拡 散 し U 字形 の 波 形 が で き る．また 最 も高 い 振 幅 を持つ 部 分

は ゆ っ く りと前方 に 進 む．図 2 は あ る程度波形 の 変 化が落 ち着

い た 状 態 で あ る．同 じ 初期 条件 を KP 方程 式 で 計 算 し た場 合 と

比 較す る と，本 質的な部 分 はあ ま り変わ らない が，KP 方程 式の

場合 よ り，拡散 の 速度 が 速 くな っ て い る．こ の 特 徴 は，bが正の

値 を持つ 場合 に 分散 性 が強 ま る事 か ら定性 的 に は 説 明 で きる．

（a）

（b）
Fig．1　 0vertaking　in竃eraction 　of 　the　solitary 　waves （am −

p艮itude　is　3　and 　l5 ）of 　KdV −BO 　eqn ．　for　b ＝1．（a ）亡＝0

（b）；亡＝125，
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Fig，2　Development 　from　the　localized　initial　condition

of 　KP −BO 　eqn ，　with 　b＝3，（c）：t ＝2．0．
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